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1 は じ め に

鶏コクシジウム感染症は，アイメリア（Eimeria）属

のコクシジウム原虫（以下単に「コクシジウム原虫」と

いう．）によって引き起こされる鶏の腸炎を主徴とする

疾病である．

鶏に寄生するコクシジウム原虫は9種類あるとされて

いるが，現在我が国において問題となっているのは，

E. tenella，E. necatrix，E. acervulina，E. maxima及

びE. brunettiの5種類である［1］．

コクシジウム原虫は宿主特異性が極めて高く，鶏に近

縁である七面鳥，キジ，ウズラ等には寄生しない．ま

た，寄生部位に関しても特異性が高く，十二指腸に最も

濃厚に寄生する E. acervulinaから，盲腸に寄生する

E. tenellaまで嗜好部位は異なっている．

コクシジウム原虫は，ただ1種類の宿主のみで生活環

が完了し，中間宿主を必要としない．宿主である鶏体内

では，無性生殖及び有性生殖を経てオーシストを産生す

る過程を繰り返し，オーシストを鶏の糞便中に排泄し続

ける．

オーシストは，外界における諸感作に対して非常に強

い抵抗性を有し，通常の環境であれば1年以上生存す

る．また，通常の消毒剤では効果は全く期待できず，オ

ルソジクロロベンゼン系消毒剤のみがある程度の効果を

有する．しかし，高熱には弱く，100 ℃で 1 ～ 2 秒，

80℃で1分，60℃でも30分で死滅する［2］．

糞便中に排泄されてすぐのオーシストは未成熟な状態

であり感染性がないが，1～2日で，内部に4個のスポ

ロシスト，及びそれぞれのスポロシスト内に2個ずつの

スポロゾイトを形成して胞子形成オーシスト（成熟オー

シスト）となり，感染性を持つようになる．

感染鶏から排泄されたオーシストが敷料，飼料，飲水

等を汚染し，それをほかの鶏が経口摂取することにより

感染が成立する．すなわち，コクシジウム原虫は，平飼

いのブロイラー養鶏の飼養環境に非常によく適応してい

るといえる．なお，オーシストが鶏に摂取され，無性生

殖及び有性生殖を経て新生オーシストが糞便中に出現す

るようになるまでの期間をプレパテント期という．

コクシジウム原虫は，腸粘膜上皮細胞内で増殖し，腸

粘膜組織を破壊することにより症状を現す．病原性は種

によって異なるが，E. tenellaは急性盲腸コクシジウム

症の原因となり，E. necatrixは急性小腸コクシジウム

症の原因となって致死率が高い．E. tenella，E. acervulina

及びE. maximaは幼すうにおいて問題となることが多

く，E. necatrix及びE. brunettiは中すう以降で問題と

なることが多い．

鶏コクシジウム感染症の発症を抑制するために，ポリ

エーテル系の抗生物質であるモネンシン，サリノマイシ

ン，ラサロシド等が飼料添加物として用いられている

が，耐性株の出現等の問題がある．

2 ワクチンの概要

多くの原虫病においては，無症状で持続感染している

宿主には同種原虫の重篤な感染が起こらない「感染免

疫」が成立する．したがって，原虫病に最も効果的なワ

クチンは弱毒生ワクチンである．

弱毒化には幾つか方法があるが，コクシジウム原虫に

おいて広く用いられているのは，早熟化である．早熟化

とは，病原性を有する野外分離のオーシストを鶏に経口

投与し，プレパテント期の短いものを人為的に選択する

ことにより早熟株を得る方法である［3］．

具体的には，野外分離オーシストを鶏に投与し，最も

早期に排泄されるオーシストだけを回収し，これを次の

投与材料として鶏継代していく．プレパテント期の短縮

と相関して，増殖性（オーシスト生産性）及び病原性

（組織破壊性）も低下する．また，これらの性状は安定

しており，早熟株について鶏継代を繰り返しても，病原
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性等は復帰しないことが確認されている．

（1）ワクチン開発の経緯

ア 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ

キシマ）混合生ワクチン

平飼いのブロイラーを対象とし，ブロイラーにおけ

る主要な病原種であるE. tenella，E. acervulina及び

E. maximaの3種の早熟株を用いて1985年頃から開

発が開始された．

その後，本ワクチンは1996年5月に製造承認され，

現在までに60ロット以上が上市されている．

イ 鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワクチン

8 週齢以上の種鶏や産卵鶏で問題となっていた

E. necatrixの早熟株を用いて1995年頃から開発が開

始された．

その後，本ワクチンは2002 年 10 月に製造承認さ

れ，現在までに20ロット以上が上市されている．

ウ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ

キシマ・ミチス）混合生ワクチン

海外のブロイラー農場において問題となっていた

E. acervulina， E. maxima 2株 ， E. mitis及 び

E. tenellaの 4種 5株の早熟株を用いて開発され，

1999年7月に英国で承認され，その後，2000年から

ヨーロッパを中心に販売されていたものであり，日本

国内においては2001年頃から開発試験が行われた．

その後，本ワクチンは2005年8月に輸入承認され，

現在までに16ロットが上市されている．

（2）ワクチンの概要

現在，3種類の製剤が承認されているが，それらの効

能・効果は，「鶏コクシジウム症の発症抑制」である．

ア 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ

キシマ）混合生ワクチン

本ワクチンは，弱毒化したE. tenella Nthp110株オ

ーシスト，E. acervulina NahP75株オーシスト及び

日生研 

表　鶏コクシジウム感染症（生ワクチン）の概要 

一般的名称 

鶏コクシジウム
感染症（アセル
ブリナ・テネ
ラ・マキシマ）
混合生ワクチン 

日生研鶏コ
クシ弱毒 3
価生ワクチ
ン（TAM） 

商品名 製造販売 
業 者 名 

1．飼料混合投与法 
本剤は 3～6日齢の平飼いブロイラーひなを対象とし，
その飼料に混合して 1回投与する．本剤 1羽分（0.02ml）
をひなの日齢に応じた 1日当りの給餌量の約 1/5～1/10
量の飼料に混合する方法で，本剤の均一な混合飼料を調
製する．混合飼料の約 100 羽分ずつを市販の給餌器（縦
45 cm×横 60 cmの平底型，面積 0.27 m2）に分配し，分
配した羽数分に相当するひなに投与する．ひなが混合飼
料の摂取を完了した後，残量の飼料を給与する． 

2．散霧投与法 
初生～4 日齢の平飼い鶏を投与対象とする．本品
20 ml（1,000 羽分）を 5～20 倍量に希釈し，輸送箱又は段
ボール箱等に収容した 1,000 羽のひなに均一に 1 回散霧
する． 

用法・用量 製造用株 

Eimeria tenella，
NthP110 株オーシスト 
Eimeria acervulina，
NahP75 株オーシスト 
Eimeria maxima，
NmhP102 株オーシスト 

日生研 鶏コクシジウム
感染症（ネカト
リックス）生ワ
クチン 

日生研鶏コ
クシ弱毒生
ワ ク チ ン
（Neca） 

本剤は 3日齢～ 4週齢の平飼い鶏を対象とし，その飼
料に混合して 1回投与する． 
本剤 1 羽分（0.02ml）をひなの日齢に応じた 1日当り
の給餌量の約 1/5～1/10 量の飼料に混合する方法で，本
剤の均一な混合飼料を調製する．混合飼料の約 100 羽分
ずつを市販の給餌器（縦45 cm×横 60 cmの平底型，面
積 0.27 m2）に分配し，分配した羽数分に相当するひなに
投与する．ひなが混合飼料の摂取を完了した後，残量の
飼料を給与する． 

Eimeria necatrix， 
NnhP125 株オーシスト 

 

科学飼料
研究所 

鶏コクシジウム
感染症（アセル
ブリナ・テネ
ラ・マキシマ・
ミチス）混合生
ワクチン 

パラコック
スh 5

餌付け時の平飼いブロイラーひなを対象とし，本剤を
餌付け用の飼料に均一に混合して 1回投与する． 
投与方法：1羽当たり本剤 0.004 mlを餌付け用の飼料
約 2 ～5 gに均一に混合して投与する．ひなが混合飼料
を摂取したことを確認した後に，通常の餌付け用飼料を
給与する． 

弱毒アイメリア・アセル
ブリナHP株オーシスト 
弱毒アイメリア・マキ
シマ CP株オーシスト 
弱毒アイメリア・マキシ
マMFP株オーシスト 
弱毒アイメリア・ミチ
ス HP株オーシスト 
弱毒アイメリア・テネ
ラ HP株オーシスト 
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E. maxima NmhP102株オーシストを有効成分とする

生ワクチンである．ワクチンの概要を表に示す．

イ 鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワクチン

本ワクチンは，弱毒化したE. necatrix NnhP125株

オーシストを有効成分とする生ワクチンである．ワク

チンの概要を表に示す．

ウ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ

キシマ・ミチス）混合生ワクチン

本ワクチンは，弱毒化したE. acervulina HP株オ

ーシスト，E. maxima CP株オーシスト，E. maxima

MFP株オーシスト，E. mitis HP株オーシスト及び

E. tenella HP株オーシストを有効成分とする生ワク

チンである．ワクチンの概要を表に示す．

3 製法及び使用方法

（1）製　　　法

混合ワクチンか単味ワクチンかの違いはあるが，各ワ

クチンとも製造方法は基本的に同じである．

各製造用オーシストを鶏に経口投与し，採取した糞便

を洗浄してオーシストを収集し，胞子形成させる．胞子

形成したオーシストを除菌・精製し，溶剤に浮遊させ，

オーシスト数を調整してワクチンとする．

（2）使 用 方 法

ア 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ

キシマ）混合生ワクチン

表の用法・用量のとおり，飼料混合投与法と散霧投

与法の2種類の投与法が設定されており，前者の場合

は3～6日齢の平飼いブロイラーひなの飼料に混合し

て1回投与し，後者の場合は初生～4日齢の平飼い鶏

を段ボール箱等に収納して，5～20倍量に希釈したワ

クチンを均一に1回散霧する．

イ 鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワクチン

表の用法・用量のとおり，3日齢～4週齢の平飼い

鶏の飼料に混合して1回投与する．

ウ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ

キシマ・ミチス）混合生ワクチン

表の用法・用量のとおり，餌付け時の平飼いブロイ

ラーひなの飼料に均一に混合して1回投与する．

4 使用上の注意

ア 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ

キシマ）混合生ワクチン

飼料混合投与における効果を確実なものとするため

に，以下の使用上の注意が設定されている．

①本剤の効力が失われるおそれがあるので，投与3日

前から，投与後少なくとも3週間は鶏コクシジウム

症予防用薬剤を混合しないこと．

②投与をできるだけ均一にするため，ひなは投与前約

半日間断餌すること．

さらに，散霧投与における効果を確実なものとす

るために，散霧投与後約30分間以上ひなを箱に収

納した状態で放置することという使用上の注意が設

定されている．

また，生ワクチンである本剤による無用な汚染を

防ぐ意味から，以下のような使用上の注意が設定さ

れている．

③本剤を使用した鶏群の糞及び敷料は，鶏のオールア

ウト後に焼却または埋却するか，あるいは処理業者

に委託する等適切に処理すること．

④使用後の鶏舎は，清掃後水洗し，通常の消毒後にオ

ルソジクロロベンゼン系消毒剤により消毒し，十分

に乾燥させること．

⑤本剤の投与に使用した器具類はオルソジクロロベン

ゼン系消毒剤に2日間以上浸漬して消毒するか，ま

たは熱湯に1時間以上浸漬して消毒すること．

その他，一般的な生ワクチンと同様の使用上の注

意が設定されているので，使用の際は添付文書をよ

く参照されたい．

イ 鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワクチン

飼料混合投与法に関し，アのワクチンとほぼ同一の

使用上の注意が設定されている．

その他，一般的な生ワクチンと同様の使用上の注意

が設定されているので，使用の際は添付文書をよく参

照されたい．

ウ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ

キシマ・ミチス）混合生ワクチン

飼料混合投与法に関し，ア及びイのワクチンと同様

な使用上の注意が設定されているが，本剤に特異的な

ものとしては，本剤を混合した飼料を給温ランプの直

下に配置することは避けること，及び本剤を他のワク

チンと併用した場合，特に，鶏伝染性ファブリキウス

餒ウイルスに対する抗体価に低下が見られる場合があ

る，というものがある．

その他，一般的な生ワクチンと同様の使用上の注意

が設定されているので，使用の際は添付文書をよく参

照されたい．

5 お わ り に

現行の鶏コクシジウム感染症生ワクチンの欠点の一つ

は，免疫が種特異的であるために製剤が多価にならざる

を得ず，かつ，コクシジウム原虫は in vitroで培養でき

ないため，製造には鶏を用いざるを得ず，製造コストの

削減に限界があることである．

この問題を解決するものとして期待されているのが，

多価Eimeria原虫ベクターワクチンである．コクシジウ

ム原虫を組み換えて，種ごとに異なる防御抗原遺伝子を
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複数組み込んだもので，将来的には現行の生ワクチンに
取って代わり，鶏コクシジウム感染症対策の主流になる
と考えられている［4, 5］．
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